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アメリカの中学生の
日常あいさつ言葉について



































































































































































































































は異なるようだ｡男子と女子を合わせて33人 (78.6%)が Hiや Hey,Helo
やこれらで始まるあいさつをしていることがわかる｡とくに Hiは非常に多く
使われていることがわかる｡英語では親も子供も互いに同じような言葉を使っ
ていい文化だと考えられる｡
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3.6｢お店にはいるとき何かいうかどうか｣について
アンケートの結果は以下の通りである｡
男子 :
･Hi.(1)
･Helo.(2)
･Hey.(1)
･Hi,howareyoudoing?.(1)
･Helo,howareyou?(1)
･No,Ⅰ'mjustlooking.(1)
･Saynothing.(4)
･Usualyno.Whenrminaverygoodmood,Isay"Hi!"(1)
･Notunlesstheysay"Helo"tome.(1)
女子:
･Hi!(7)
･Helo.(4)
･HeloorHi(2)
･HitYesJwaslookingfora .(1)
･Hi,no,that'sokay.(1)
･Saynothing.(12)
･Hi.(Iftheytalktome.)(1)
･Hi,Hey,Helo.(Iftheysay h`i'first)(1)
･Ionlysay h`i'iftheysay h`i'tome.(1)
･Fine.Howareyou?(1)
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今まではすべて肉親に対してのあいさつであったが､外出していて店に入る
ときのあいさつについてである｡コンビニエンス ･ストアなどを想定している
が､日本ではお客は黙ってお店に入るのが普通であるが､アンケートの結果で
は､男子と女子を合わせて44名のうち､ちょうど半数の22名 (50.0%)が言
葉をかけながらお店に入ると答えている｡男子は13名中7名､女子は31名中
15名なので､どちらの割合もほぼ同じである｡｢何も言わない｣と答えた女子
の中で相手 (店員)があいさつをすれば､Hiなどと応じるという子が4人
(Fine.How areyou?と答えた子を含めて)いる｡ここからわかるのは､ア
メリカでは店員から声掛けすることも多く､実際に筆者の経験からもそうであ
り､アメリカではコンビニエンス･ストアやスーパーのレジでも気軽にあいさ
つをしている光景がよく見受けられる｡
3.7｢お店から出るときに何かいうかどうか｣について
アンケートの結果は以下の通りである｡
男子 :
･Bye.(4)
･Yeah,you.too.(1)
･Thanks,you.too.(1)
･Saynothing.(6)
女子 :
･Bye.(5)
･Bye,thankyou.(1)
･Bye,thanksforyourhelp.(1)
･G∝dbye.I'lseeyouagain.(1)
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･Thanks.(1)
･Thankyou.(1)
･Thankyou,you,too.(1)
･Thankyouforyourhelp.(1)
･IfIbuysomething,Isay,"Thankyou."(1)
･Haveaniceday.(1)
･You,too.(2)
･Youarewelcome.(1)
･Saynothing.(14)
今度はお店から出るときはどうするかということであるが､合計数43名の
うち男子と女子を合わせて23名 (53.5%)が､何らかのあいさつをしている｡
前項のお店に入るときはちょうど50%があいさつをしていたが,やはり出る
ときも半数以上はあいさつをしていることになる｡ただ､今回は店を出るとき
に自分から進んであいさつをするか､店員のあいさつに呼応して応えているの
かはやや不明確であった｡実際､英米では店員も積極的にあいさつをすること
は知られているので､答えの中には You,too.などというものもみられたが､
これはお客が店を出るときに,店員が Haveaniceday.などと言ったものに
呼応したものである｡何を言うかであるが､Byeに関連したものと Thank
youに関連したものがある｡Thankyouに関連したものは Haveanice
day.などに対して言っているものと､Thanksforyourhelp.などのように､
Haveaniceday.などに対応はしているであろうが､helpに対してお礼を述
べているものがある｡このように英米ではお客も Thankyou.ということが
多々あり､原則的には売り手とお客は対等と考えられているようだ｡
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4.まとめ
よく言われているように､アメリカでは､｢おはよう｣や ｢いただきます｣
など､あいさつの決まり文句は少なかった｡決まり文句は便利であるが､儀礼
的な側面があるので､親しみを出すことが文化的な装い方として大切なアメリ
カでは､食事や外出時の決まり文句は発達しなかったようだ｡その代わりにそ
の場に応じた言集がさまざまに用いられる｡あいさつの端々に名前や Mrなど
のタイトルが付けられるのも親しみを表す方策なのであろう｡その根底にある
のは､相手を重んじるためには､自己と他者が ｢対等｣であろうと考える基本
概念である｡相手と ｢対等｣ならば､｢親しみ｣を表すことが大切になり､そ
の親しみを表すためには ｢名前やタイトル｣を使用したり､決まり文句を回避
することが大切になってきたと思われる｡もちろん､日本でも相手を重んじる
のはコミュニケーションの根底にあるが､そのためには ｢対等｣よりは､相手
を上に置くほうがいいと考えた｡その結果､儀礼に則った決まり文句や敬語が
発達したわけである｡日本もアメリカも相手を重んじたいという心は同じでも､
その表し方が異なるということである｡アメリカの日常のあいさつ言葉はその
ような側面を垣間見させてくれる｡
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